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RILEM TC‐ASTの概要

――現場における構造用木材の評価
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RILEM TC‐ASTの概要の概要は以下のとおりである。
活動の目的

非破壊試験（NDT）による構造性能の確認は、鉄筋コンクリート造や鉄骨造では、すでに日常的に行われている。これに対して、木構造分野では、一部で用いられているものの、現在研究中の手法や今後開発されるものについての評価手法が確立されていない。また、半破壊試験（SDT）は、比較的新しい手法であり、今後の評価手法が待たれるところである。そこで、現場における木質系（木、木質材料）構造部材の物理的および機械的性能に関する評価を目的としたRILEM TC AST委員会が2005年に発足した。木材の性能は、樹種、生育地、樹齢、含水率、密度、劣化の程度などにより異なるため、これらをパラメータとし、強さと弾性係数の関係を調査することなどを盛り込んでいる。また、調査の対象としては、現在研究中の構造物の寿命予測、破壊確率、耐久性に関する研究などが挙げられる。調査は、実験的、かつ理論的研究の双方を網羅するものであり、このうち、実験的研究は、破壊試験を含め、すでに認可されている非破壊試験（NDT）、半破壊試験（SDT）およびこれらの事例的研究を含めて検討する。理論的研究では、NDT、SDTおよびこれらを複合的に応用する技術に関する研究についての検討を行う。これらに関する最新の手法は、すでに開発中のものもあり、参加委員によって活発に取り組まれている。しかし、これらの方法は、いずれも、これまで信頼ある評価がなされていないため、本TCを通して評価・改善・開発を行っていく。本TCでは、木質材料の構造部材への利用促進に焦点を合わせ、現場における構造物の評価に直接関係しない限り、品質管理、商品開発、木質系複合ボードの技術評価などの分野については除くこととしている。

活動の内容

1――現時点における最先端技術に関する広範な文献調査は、TC提案者が行うこととし、予測的事例は含まない。

2――主導的役割を担う専門家による共同作業を通して、共同ワークショップの開催、事例的研究の進展、会議への積極的な参加などが期待される。また、共同作業は、産業界、専門家および学術界の間で実施されるものと考えられる。

3――上述の分野において、すでに研究プログラムが進行中であり、TCによって強力な共同研究を促進し、模倣を排除し、新たに開発または改善されたNDTおよびSDT手法のより早い運用を目指す。

4――本TCが確立されることによって、同種の潜在的なTCが、以下の理由からさらに続くことが期待される。

ア｜木構造建造物は、われわれの重要な文化的遺産である。しかしながら、生物劣化による影響を非常に受けやすい。これら建造物の維持・保存は、重要な課題である。

イ｜木材は、環境に対するやさしさ、改装のしやすさ、経済性の面から、ますます重要な構造材料になりつつある。さらに、建物や社会インフラ整備に使用される木質材料の使用量の増加によって、現場における信頼性の高い評価法整備の必要性が高まっている。

活動プログラムの詳細

活動プログラムは以下のとおりである。

1――Initial committee meeting（夏／秋2005、Raleigh,NC,USA［責任者：B.Kasal］）

2――広範囲にわたる最先端技術に関する研究論文と現時点における信頼性の高いNDTとSDT手法に関するワークショップの開催（2006、責任者：Initial committee meetingにおいて決定）。
3――迅速な化学分析、樹木年代学、X線撮影法、超音波または応力波法、穿孔抵抗、その他の適用可能な新規または改善されたNDTおよびSDT手法の木材への適用に関する実験的研究（責任範囲期間：2005-2008。2008年に、まとめのためのワークショップの開催。デモンストレーションとトレーニングコースの開催［毎年］）。
4――国際的な評価と現場における木質構造部材の評価指針の策定（責任範囲期間：2008-2009）。
　活動期間は、2005‐2009の5カ年とする。活動の進捗度の評価は、年次TC総会において実施する。個々の作業は、Initial TC meeting（Raleigh,NC,USA or Prague,Czech Republic）によって決定する。

期待される成果

期待される成果は、以下のとおりである。

1――現場における木造建造物調査に関する国際的共同研究の実施。
2――意見交換、研究データの共有などを基本とした新たな共同研究の創造。
3――個々の手法の開発及び提案のための整合試験の推奨。
4――事例的研究のデータベース化。
5――最新の最先端技術の開発に関連する文書の出版。
6――少なくとも2回以上の国際的ワークショップの開催。木材工学世界会議（Portland, OR USA ,2006）およびASCE構造会議において「現場における木造建築物に関する評価」に関する特別セッションの開催など。

結果の具体的な利用法

1――歴史的建造物の評価とそれらの復元のための意思決定プロセス：非常に重要な歴史的建造物の復元または機能回復に関する経済効果が大きい。また、一般的な建物においても同様である。

2――橋梁のような既存建造物の耐久性評価、社会整備インフラなどの公共建造物の安全性や資源維持に関す経済効果が大きい。
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